
 
 

電源開発は撤去を求める流域住民の声を無視し、瀬戸石ダムの今春の発電再開を目指し

ています。 

ダムが発電を再開するということは危険なダムが復活するということです。一昨年の豪

雨災害と同程度の雨が降れば、水害対策が進まない中、瀬戸石ダムの上下流では一昨年同

様の被害が発生し、JR 肥薩線の復興や国道・県道・町道など道路の復旧工事の大きな妨げ

となる恐れがあります。 

危険な瀬戸石ダムの復活を許してはいけません。発電再開など言語道断です。私たちの

声をあわせて、瀬戸石ダムを直ちに撤去させましょう！ 

 

日時：２０２２年４月２日（土）１４時 

場所：桜十字ホールやつしろ（やつしろハーモニーホール） 

３階 大会議室Ｂ（八代市新町 5-20、0965-53-0033、裏面地図参照） 

資料代：500 円 

内容：洪水調節能力がない瀬戸石ダムの問題点、電源開発の企業体質、河川管

理者の責任、ダム上下流の被害、ダム撤去を求める流域住民の声など 

発言：中島熙八郎さん（熊本県立大学名誉教授）、つる詳子さん（環境カウンセラー）

主催・問合せ：瀬戸石ダムを撤去する会  0965-32-2261 出水晃 

＊集会の後、パレードも開催します。こちらにもあわせてご参加ください。仮装・プラ 

カード持参も大歓迎！ 

 

―瀬戸石ダム 発電再開抗議集会― 



 

（桜十字ホールのＷＥＢサイトから） 


